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水田土壌の易分解性有機物と土壌膠質物

原 田 登 五 郎g橋 元 秀 敏・吉 澤 孝 之

The relation of the easily decomposable organic matter 

   of the paddy soil to its colloidal complexes 

 Togoro Harada, Hidenori Hashimoto and 

             Takayuki Yoshizawa

ま え が ・き

水田土壌中に含まれている窒素の形態は有機態窒素 と無機態窒素 とに大別出来る.そ し

て,一 般にその無機態窒素の含有量は有機態窒素の含有量に比較すれば極めて少く,そ の

大部分は有機態窒素である.こ の有機態窒素は,そ のままの状態 では,大 豆粕や魚粕 とは

異つて,土 壌微生物によにて甚だ分解され難い状態で存在するものであつて,無 機化 され

る有機態窒素の量は僅少である.し か し,土 壌に適当な処理を施すと難分解性の有機態窒

素の うち,そ の一部は微生物によつて分解 され易 くなつて,無 機化が著 しく促進 されアン

モニア態窒素が集積して来るようになる.例 えば乾土効果1),地 温 止昇効果2),土 壌の稀薄

アルカリ処理効果3),腐 植の解膠効果4)等 はそれである.筆 者等は このような 処理が契機

となつて土壌微生物によつて分解される有機態窒素 を易分解性有機物 と呼ぶこととし,水

田土壌の易分解性有機物 と土壌膠質物 との関係,並 びに易分解性有機物の腐植の形態等に

就い て実験を行つた その結果め大要は既に発表 しておいたが5、,蝕 に改めて報告する次

第である.

、.(1)易 分 解性 有機 物 と土壌 膠質 物

水田土壌中に於てぽ,そ の量的関係にあつては差はあるが,易 分解性有機物が含有 され

ているこ とは事実である.筆 者等はこの ような易分解性有機物 を広い意味での腐植 と考 え,

易分解性有機物 とチューリンの所謂土壌膠質複合体6)との関係に就いて実験 を行つた.

1。 實 験 の 部

供試土壌 として,神奈川,小 机の相隣接 した漁田,2毛 作田,畑(鶴 見沖積土)及 び鴻

巣関東東山農業試験 場,1毛 作田(荒 川沖積土)の4種 の原土Roを 使用 した.な お本実
'験を施行するに当つては,そ の他前記の土壌に就いて,チ ュー,リン法6)に多少の変革 を加

え分劃分離 した膠質群や膠質群 を分離 した残土を使用 した.

チューリン法に準 じた膠質群の分劃分離法を示せぱ次の通 りである.

各水田土壌 を濕潤土のままゲ ドロィヅ法によつてNa飽 和土壌 となし,こ れを水中に分
'散

させ,分 散する膠質群G1を 完全に除去 し,そ の残土をRユ とした.…次に 残土R1を

100分 の1規 定のHCIで 処理洗滌 し,つい で稀薄なアルカリー溶液(pH÷9.0}中に 分
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散 して来る膠質群G2を 完全に除去 し,そ の残土をR2と した.な おG1採 取に当つては

G、分散溶液 にNaC1を 添加 して沈降 させ,こ れ を採取 した.G、 を実験に供試する場合

には,Cl「 の反応がな くなるまで透析 して使用 した.

実 験 〔1〕 乾土効果 と土壌膠質物

水田土壌の乾土効果,即 ち水田土壌を予 じめ風乾 し湛水放置 した場合 に無機化する有機

態窒素 と水田土壌の膠質群 との関係 を明かにするため,原 土R。 及び残土R、 の濕潤 土及

び これ等の土壌を予 じめ風乾 した土壌を準備 し,こ れを湛水し30℃0恒 温器に4週 間放

置後アンモニア態窒素を定量し第1表 の ような結果 を得た.

第1表:土 壌 膠 質 物 と 土 壌 乾 燥 の 効 果 。

Therelationbetweenthesoilcolloidsandthemineralization

bysoildryingofsoilorganicnitrogen.

(乾 土100gm当NH3-Nmg)

備 考1)30℃ 恒 湿器 中に4週 間湛水放置 した後NH3-Nを 定量 した.

2)*印 区は原土100'mg当 .NH3一 適itig!に換算 した値を示 した ・

本実験結果か ら見れば,原 土Roの 乾土効果 は,各 供試土壌共に著 しく高いが,膠 質群

G、 を除去 した残土R,の 乾土効果 は著 しく低い.即 ち本成績か らみれば,水 田土壌を予

じめ風乾 して湛水放置した場合に無機化する有機態窒素の大部分は膠質群G、中に あるこ

とが推定 される.

実 験 〔II〕 地温上昇効果 と土壌膠質物

水田土壌の地温上昇効果,即 ち濕潤土 を湛水 して30℃ か ら40℃ に上げた場合に無

機化する有機態窒素 と水田土壌の膠質群 との関係を明かにするため.原 土Ro残 土R,及

びR,の濕潤 土を湛水 して,夫 々30℃ 及び40℃ の恒溜器中に4週 間放置 じた後,夫

々アンモニア態窒素 を定量し第2表 のような結果 葱得た. 、

本実験結果か ら見れば,原 土Roの 地淵上昇効果 は何れの土壌に就いて も顯著 に見 られ.

るが,膠 質群G・ を除去 した残土R・ の地淵上昇効果 も亦甚だ高い.し かし膠質群G,及

び 馬 を除去 した残土R,の 地温上昇効果 は,伺 れの土壌に就い ても著 しく低い.な お仔

細 に各供試土壌の地温上昇効果 を見れば,小 机の漁田土壌以外の 土壌に就いて は,R、 の

地湿上昇効果 はRvの 地温上昇効果 に比較 して多少低下する程度であるが,小 机漁田土壌
＼

の場合には著 しく低下することが窺える.
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第2表1土 壌 膠 質 物 と 地 温 上 昇 効 果 。

Therelationbetweenthesoilcolloidsandtllemineralization

byraisingtllesoiltemperatureのfsoilorganicnitrogen.

(NH3-Nmg/乾 土100mg)

備考*印 区は原土100gm当NH3-Nmgに 換算 した値 を示 した.

本成績から見れば,水 田土壌の地温上昇数果,即 ち地温が30℃ か ら40℃ に上つた場

合に有機態窒素は勿論G・中に も有るが,小 机漁田を除い ていえば,そ の大牛がR、中に

有 り,し か もG2膠 質群中にあることが推定 される.な お小机漁田に於てはG、 膠質群中

にも相当存在するものと考 えられる.

実験〔III〕 稀薄 アルカリ処理効果 及び中性 塩類 による腐植解膠効果 と

土壌膠質物

稀薄アルカリ効果及び中性塩類による腐植解膠の数果,即 ち水田土壌にアルカリを添加

し予 じめ土壌反応をpH9に 調節 して 湛水放置 した場合に無機化する有機態窒素,及 び

水田土壌に腐植の解膠を起す程度に腐植解膠性中性塩i類を添加 して湛水放置 した場合に無

機化する有機態窒素 と水田土壌の 膠質物 との関係を明 かにするため,原 土R。,残 土R、

及びR2の濕潤 土を供試土壌としで,予 じめ夫 々の供試土壌にアルカリを添加 し,土 壌反

応をP耳9に 調節 した土壌及び腐植解膠性中性 塩類 として 燐酸第2ソ ーダを添加した土

壌,並 びに無処理,無 添加土壌を準備して,と れ等を湛水し30℃ の恒温器中に4週 間放

置後アンモニア 態窒素を定量し第3表 及び第4表 のような結果を得た.

第3表 及び第4表 か ら見れば,何 れの土壌に就いて も原土R。 及びR、 の稀薄アルカリ

処理効果 並びに腐植解膠性中性塩類 添加効果 は顯著に見 られるが,残 土R2の それ等の敷

果は殆んど見 られない.な おR、 の稀薄 アルカリ処理効果 及び腐植解膠性中性 塩類添加敷

果は原土Roに 比較 して明かに低 く,こ の傾向は神奈川縣小机の漁田土壌の場合には一層

顯著である.
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第3表:土 壌 膠 質 物 と 稀 薄 ア ル カ リ 処 理 効 果,

Therelationbetweentheso三1colloidsandthemineralization

bytreatingwithdilutealkalid£soilorganicnitrogen.・

(乾 土1009当NH3・Nmg)

備考1)*印 区は原土100gm当NH3・Nmgに 換算 した値 を示す.

2)湛 水4週 間放置後NH3領 を定量 した.

3)ア ル カ リ処理区はNaOHを 添加 し,土 壌反応 をpH9に 調節 し湛水 して密

栓 し,湛 水放置 した。

第4表:‡ 壌 膠質 と腐植解膠性塩類 の添加効果. ,

Therelationbetweenthesoilcolloidsandthemineralization

ofso董10rganicnitrogenbyaddingthesaltwhichishumuspeptizable.

(乾 土10Ggm当NH3・Nmg)

備考1)*印 区は原土100gm当NH3・Nmgに 換算 し、た値 を示す.『

2)Na2HPO4の 添加量:原 土の乾土'100gm当.P2・051%に 相当す るだ

けのNa.HPO4を 添加 し湛水 して4週 間疸温 器中に放置 した.
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本実験成績か ら見れぱ,稀 薄アルカ リ処理及び腐植解膠性中性 塩類添加が契機 となつて

無機化する有機態窒素はG、 及びC,膠 質群 中にあ為有機態窒素D-一 部であつて,漁 田土

壌の場合には,こ のように無機化する有機態窒素は寧ろG,中 に多く集積 しているもの と

推定 される.

実 験 〔IV〕 追 証 実 験'
'
実験1～IIIに 於ては原土Ro,残 土R,及 びR2● を供試 して,そ の中に含有 されてい

る有機態窒素の無機化量か ら,易 分解性有機物のG、 及びR、 中に於 ける存在割合を推定

して来たのであるが,本 実験はこのような推定を裏付けるもの と して,G,,R1及 びRo

を供試 して,G、 中に果 して易分 解性有機物が存在するか,否 かを確かめると同時に,Ro

中に含有 される有機態窒素の無機化量が,G、 及びR、 中に含有 される有機態窒素の無機

化量の総和 に等しくなるかどうかに就いて検討した ものである.

本実験 に於 ては供試土壌として鴻簗1毛 作田の水田土壌を供試 し,原 土R・ ・膠質物G・ ・

及び残士R,に 就いて夫々乾土効果,地 温上昇効果,稀 薄アルカリ処理数果等を検討 レ

た.実 験結果は第5表 に示す通 りで ある.

第5表:Gl及 びRlブ ラ クシ ョン の有 機態 窒 素 の無 機 化 。

ThemineralizationofsoilorganicnitrogeninG1・andRl・fractio血.

(NH3-NtUgノ 乾 土100gm当)

備 考1)湛 水放置後3週 間 目のNH3-Nを 示 した ものである.
'2)*印 区は原土100gm当NH

3-Nに 換算 した値 を示 した.

但 し鴻輿1毛 田に於てはGlの 含量は原土100gm当31.3gm.

3)実 験開始当 日の灘潤原土 のNH3-N:1.Omg!乾 土100gm.
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表の説明 に入る前にゲ ドロイツ法によつてNa飽 和土壌を調製 し,こ れを湛水した場合

の影響に就いて述べて置きたb.即 ちゲ ドロィツ法によつてNa飽 和土壌を調製 し,こ れ

を湛水放置した場合には,有 機 態窒素の無機化が起る.第6表 に示す成績はその一例を示

した ものである.

第6表:当 初 に 処 理 す る腐 櫃 非 解膠 性 塩 類 の 濃 度 と有 機 態 窒 素 の無 機 化.

Themineralizationofsoilorganicnitrogenasaffectedby

theconcentrationofsaltwhichisnothu】muspeptizable.

備考1)試 験方法1供 試mapa土 壌 を帷 のn-N・CI液 で1.夜 処理 し・次いでC・"の 反

応 のな くな るまでn・NaCl液 で洗藤す る.そ の後,土 壌 をセ ロフア ソ膜 中に移 し

て,蒸 溜水中でCI'の 反応のな くなるまで透析 し,こ れ を大型サ ソプル テユーヴ

に移 し湛水 して密栓 し,3(アCの 恒温器中に4週 間放置 した後,NH3-Nを 定量

した㌔

2)*印 は何 れ も上記 の方法で透析 した もの を,灘 潤土 の場合はそのま エ湛水放置,

風乾土の場合は28℃ の恒温室に於て風乾せ しめた後に湛水放置 した ものである.

3)NaCiの 濃 度 と睨水力(PF)'

 n NaC1 •• •PF4. 4 -

nNaCI • • • • PF 4. 7 
4nNaC1••• PF5.1

表の結果か ら明なように,濕潤 土を供試 してNa飽 和土壌 を調製 レ.こ れ を濕潤土のま

ま湛水放置した場合には,無 処理の濕潤 土を湛水放置した場合に比較 して著 しくアンモ昌

アの集積量が多い.な お又Na飽 和土壌を調製するに当つて,予 じめ処理する食塩の濃度

が高い程集積するアンモニア は多くなる傾向が認めちれる.こ れに対 し,濕潤 土を供試し

て調製 したNa飽 和土壌を予 じめ風乾 して湛 水した場合に見 られるアンモニア 態窒素の

集積量は,無 処理の風乾土を湛水放置 した場合に見 られるアンモニア 態窒素の集積量に略

汝等 しくなる.・

蝕に濕潤 土を供試 して調製 したNa飽 和土壌を濕潤土 のまま湛水した場合の無機化の
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原因に就いては,こ こに直ちに結論 し得ないが,前 記の諸事項から見れば,無 機化の主な

誘因は濃厚な食塩処理 に伴う弱い睨水作用であると考えられる.

なお,こ のようなNa飽 和土壌を湛水放置すれば,Naロ コイ ドの分散 に伴つて,加 水

分解によつて反応がアルカリに傾き,著 しく腐植の解膠が認められる.こ の ことか ら見れ

ば,前 記の無機化の主な誘因は,Naコ ロイ ドの分散に伴う腐植の解膠とも見 ることが出

来る.即 ち水田土壌に於ては腐植の解膠が起ると,そ れに件つて必す有機態窒素の無機化

が起るのが普通である.

しか し,前 述 した ように濕潤 土から調製 したNa飽 和土壌を風乾 して湛水した場合に

第7表:当 初 に 甦蓮 す る腐 植 非 解 膠 性 の
'塩 類 と有 機 態窒 素

の無 機 化 。

Themineralizationofsoilorganicnitrogenas

affectedbythekindofsaltwhichisnothu皿us

peptizable.

一 ●(乾 土1009血 当Nmg)

備 考1)供 試 土壌 鴻輿1毛 田・
2)*第6表 の場合 と同 じ方法 による.

3)**NaC1の 代 りに4n・CaC12液 で1夜 処理 し

た後,掌 に於て洗滌 に用ひたNaClと 暑 々 同一容

量 の4n・CaCl2液 で洗滌 す.そ の後,土 壌 をセロ

フアソ膜 中に移 して蒸溜水 中でCI'の 反 応が な く

,な るまで透析 し,こ れを濕潤 土 の場合は その ま 」,

風乾土 の場合は予 じめ風乾 し,こ れ を大型サ ソプ

ルチz-・ ブに移 し,湛 水 して密栓 し,30℃ の恒

濫室中に4週 間放置 した後NH3・Nを 定量 した・

は無処理風乾土を湛水 した場

合 と略々同量のアンモニア 態

窒素が生成され所謂Naコ ロ

イ ドの分散 に伴 う腐植の解膠

効果は見 られない;又 第7表

に示す如 く,Na飽 和土壌を

調製する場合と同じ濃度の塩

化石灰 で予 じめ処理 し,ゲ ド

ロィツ法に準 じ調製 した非分

散性のCa飽 和土壌の濕潤 土

を湛水放置した場合にも,高

分散性のNa飽 和土壌の濕潤

土を湛水放置した場合と殆ん

ど同 じ量の無機化が起 り,又

このようなC孕 飽和土壌を風

乾 して湛水放置し'た もの は

Na飽 和土壌 を風乾 して湛水

放置した もの と略 々同量の無

機化が起る.

これ等のととを併せ考えれ

ば,'濃 厚な食塩処理による弱

い腕水が契機 となつて易分解

性 となる有機態窒素の源泉は

Naコ ロイ ドの分散に伴う 所

謂腐植の解膠が契機 となつて

分解される有機態窒素の源泉 と略女同 じものであると考える方が安当であると考 えられる・

以上のことか ら見て,濕潤 土か らゲ ドロィツ法によつて調製 したNa飽 和土壌 を湛水放

置する場合に,易 分解性となる有機態窒素は,予 じめ無処理の濕潤 土を風乾 して湛水 した

場合に無機化 される有機態窒素や土壌を稀薄アルカリ処理 して湛水した場合に無機化され

る有機態窒素の中に 包含されそいるもの と考えられる.

扱前記第5表 の実験結果 に就いて見れば次のようなことが云えると思 う・
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先す乾土効果 に就い て云えば,前 述の如 くG,及 びR、濕潤 土湛水区に於ては既に分離

操作に於て土壌乾燥の一部の影響が現われていると見 られるし,ヌ濕潤 原土の実験開始当

日のアンモニア 態窒素は甚だ僅 少であ.るので,Ro,G、 及びR、 の乾燥の数果 を比較する

に当つては,夫 々の風乾土湛水区のアンモニア態窒素の生成量か ら,夫 々の濕潤 土湛水区

のアンモニア 態窒素生成量を蓋引いた値ではなく,夫 々の風乾土湛水区のア ンモニア態窒

素集積で比較するのが安当であると云える.

そこで,今 無処理原土の風乾湛水区のアンモニア態窒素集積量 と,G1及 びR,の 風乾

土湛水区のプンモニア態窒素集積量原土換算値の合計を比較すれば略 々等 しくなることが

認められる.し か して第5表 からも亦乾土効果 の大部分は,実 験1に 於て推定 したように,

G、 中に集積する有機態窒素の一部が分解すると云 えると思 う.

次に地温上昇効果に就いて 云えぱ,濕潤 土・Roの 地温.上昇効果は,G、 及びR、濕潤 土

湛水区の原土換算地温 上昇効果の総和に略 々等 しくなる.し かして鴻巣1毛 作田土壌に於

ては,実 験IIか ら推定 したように,G、濕潤 土に於て も明かに地温上昇効果 は認め られる

が,原 土換算値か ら見れば地温上昇効果 の大部分はR、中に あるということが云 える、

更にアルカリ処理効果 に就い'て云えば,前 記の説明 事項か ら明かなように,G、濕潤 土

湛水区に於てはNaコ ロイ ドの 分散に件 う腐植の解膠作用がある.従 つてG、 滋潤土湛

水区に於ては稀薄アルカリ処理湛水区に於て無機化する有機態窒素の一部が既に分解を起

しアンモニア が集積 したものと解釈される.こ のように考えれぱG1の 稀薄アルカ リ処理

数果 としてはG・ 稀薄アルカ リ処理湛水区のアンモニア態窒素集積量か ら(㍉濕潤 土湛水

区のア ンモニア態窒素集積量を差引かない値を考えた方が合理的である.そ こで濕潤 原土

R。の稀薄アルカリ処理効果 とG1及 びR、濕潤 土の稀薄ア1tiカリ処理効果 の 合訓 とを比

較 すれば,略 々等 しくなることが窺える.し がして,実 験IIIか ら推定 した如 く,鴻 巣1

毛作田に於ては・G・膠質群中 にも相当アルカリ処理効果e;1認められるが,結 局稀薄アル

カリ処理によつて無機化する有機態窒素は,そ の原土換算値か ら見れば,R・ 中に多少多

く含有 されてい るといえる.

2.考 察

以上の実験成績か ら水田土壌の易分解有機物は土壌の膠質複合体中に含有されている有

機態窒素の一部であることが窺われる.ま た水田土壌を稀薄な塩酸(0.01N)で 処理海 條

した後,稀 薄なアルカリ(O.01NNaOH)で 分散する有機態窒素 を分離除 して しまうと,

稀薄アルカリ処理効果,腐 植解膠性 中性塩類(NaF,NaC202,Na2HPO4etc)に よる腐

植解膠の効果 は勿論のこと,乾 土効果,地 温 上昇効果 等 も殆んど認 められなくなることが

確め られている.

これ らのごとか らみれば,今 稀薄な塩酸処理後,稀 薄なアルカリによつて溶出する有機

物を易溶性有機物 と呼べば,前 記のいろいろの処理方法 によつて分解する有機態窒素,所

謂易溶性有機物は,チ ュウリンの所謂G、,G2膠 質群中 にある有機物であつて,・しか も

G,,G,膠 質群 中の易溶性有機物中にあることが推定 される.か つ無機化する有機物の源

泉は土壌の前処理が全 く相違して も同一な場合があ り,ま た土壌の前処理が相違した場合

に異る場合があるというととが考えられる.そ こで,次 に前記に述べたいろいろの処理方

法 によつ て無機化する有機態窒素の源泉について考えてみよう.
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(1)乾 土効果 と地温上昇効果

水 田土壌の乾土効果,即 ち乾燥苅処理が契機 となつて無機化する有機態窒素 の大 部 は

G、膠質群 中にある有機物であ り,水 田土壌の地温上昇効果,即 叛 籍閏土 を湛水放置し,そ

の放置温度を30'Cか ら4ぴCに 上げた場合に無機化する有機態窒素は,供 試漁田を除い

て考 えれば,G、 膠質群中 にもあるが,原 土換算値か ら見て,そ の大部分がG,膠 質群中

にある有機物である.こ のことか ら見れば,漁 田を除いては土壌の乾燥前処理が契機 とな

つて無機化する有機態窒素の源泉の大部分は,地 温上昇が契機 となつて無機化する有機態

窒素の源泉 と相違するもの と考えられる.な お漁田に於ては,地 温上昇が契機 となつて無

機化する有機態窒素がG、 膠質群 中に相当あることか らみて,漁 田の地温上 昇効果 の源泉

となる有機態窒素D中 には乾土効果 の源 泉となる有機態窒素が相当含有されてい るものと

考えられ る.

1毛 作田及び2毛 作 田土壌においては風乾土の地温 一L昇効果と濕潤土の地温上昇効果 と

が略々ム致 し,2)撚田土壌においては地温.上昇効果が 灘 閏圭Dそ れより著 しく低いのが普

通であるが,こ の事実は前述の推論を裏書するものである.

(2)稀 薄アルカリ処理数果 と腐植解膠性中性塩類の腐植解膠の効果

稀薄アルカ リ処理及び腐植解膠性中性塩類添加が契機 となつて無機化する有機態窒素は

G,及 びG,・ 膠質群 中にある易溶性有機物の中にある.,このことか ら見れば,ヒ の場合に,

無機化する有機態窒素の源泉は恐 らく略々一致するものであると推察される.な おこれ等

の場合に無機化する有機態窒素D源 泉の中に は,土 壌の乾燥前処理が契機 となつて無機化

する有機態窒素D源 泉の一部,及 び地温上昇が契機となつて無機化する有機態窒素の源泉

の一部が含まれているものと推量される.

稀薄アルカリ 処理や腐植解膠性中性塩類添加効果 を,,風乾土及び1舗閏土につい て比較す

れば,風 乾土の場合は濕潤 上の場合に比 して低 く3),叉 稀薄アルカリ,処理土壌や腐植解膠

性の中性塩類添加土壌の地濃上昇効果 は,無 処理,或 は無添加土壌の地温上昇効果 より低

くなるのが普通である(第3表,第4表 参照)が,こ れ等の事実は前記の推量と符合する

ものである.

(2)易 分解性 有 機 物

1.實 験 の 部

易分解性有機物が,前 章に述べたようにG、 及びG2膠 質複合体申の易溶性有機物中に

あることは確であり,所 謂 ヒューミン態窒素は極めて難溶性で,し か も難分解性有機物で

あると思 われる.そ こで筆者等は稀薄アルカ リ処理が契機 となつて無機化 され る有機態窒

素が どの ような腐植 に属するかを確めるため,濕潤 原土,及 び濕潤 原土にアル卑りを加 え

てpH9に 調節した土壌 とを湛水 して30'Cに3週間 放置 した後,先 すページ法7)に従つ

て土壌腐植 を非腐植酸態窒素 と腐植酸態窒素とに分劃 し,次 にこの腐植酸態窒素 をシモン

法8)に準 じて,pH4の醋酸 緩衝溶液に溶解する腐植化の進んだ,い わゆる眞正腐植酸態

窒素と溶解 しない腐植化のあま り進んでない と考えられ る腐朽物質に属する窒素 とに分劃

して,稀 薄アルカリ処理に際 して・何れのフラクションが減少するかを検討 した・第8表

は関東 ・東山農業試験場鴻巣1毛 作田,神奈川 ・厚木}2毛 作田及び香川農事試験場2毛 作
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第8表 二 水 田土 壌 の稀 薄 アル カ リ処理 に よつ て 無 機 化す る腐 植 の形 態.

TheformsofpaddysoiIhumusmineralizedbyaddingdilutealkali.

・(乾 土100gm当Nmg)

備 考 上記 成績は夫 々の試験 区土壌 を湛 水 して30。Cの 恒温器 中に3週 間放置後定量 した

ものである.

田土壌を供試 した実験の一例 を示 した ものである..

本成績によれば易溶性有機物の多い鴻巣1毛 作田土壌では非腐植酸態窒素の一部と腐朽

物質に属する窒素の一部 とが,ま た厚木及び香川農試の2毛 作田土壌では非腐植酸態窒素

め減少は殆んど認められす,腐 朽物質に属する窒素の一部が減少することが窺える.

2.考 察
『 難分解性及び易分解 性有機物が ど

のような物質であるかは今後の研究にまたなければな

らないが,上 記の実験 結果か ら見ればシモンの所謂眞正腐植酸に属する有機態窒素は微生.

物に対し割合に安定な物質であるが,こ れに対 し腐朽物質に属する有機態窒素の中に は微

生物に零つて極めて分解され易い ものが含有 されているものと考えられる.な おペーヂの

所謂非魔植酸が土壌中 でどのような状態 で存在 しているかは不明であるが,易 溶性有機物

の多い水田の場合にはこのフラクションに属する有機態窒素の中にも亦易分解性有機物が

存在 していると推量される.

発に熊田氏9)は漁田,暗 渠排水工事施行水田及び乾田の土壌たついて,土 壌 を予 じめ乾

燥 し,こ れを湛水放置した場合に無機化する有機態窒素を検討 し,漁 田以外の水田では無

機化する有機態窒素D太 部分はシモンの所謂腐朽物質であるととを推定 した.筆 者等 も亦

こ,Ptと同じ結果を得たが,唯 易溶性有機物の多い漁田や1毛 作田忙於ては,.腐朽物質に属

する有機態窒素の他 に・前述の稀薄アルカリ処理の場合と同様に,非 腐植酸態窒素に属す

るものの一部が無機化するととが推定されてい る.

土壌の易分解性有機物の本質に就いて現在殆んど何 もい うことが出来ないが,以 上の実

験結果からみれば,易 分解性有機物は腐植化のあま り進んでいない有機物であると推察さ

れる.
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(3)水 田土壌 の有機 態窒 素 の無機 化

機 構 に対 す る一考 察

土壌の有機態窒素の無機化機構については今後の研究にまつべき点が多々あつて,現 在

明確に解答を与えるだけの資料が整わないが,次 に筆者等の考えを述べて見たい.

水田土壌の易分解性有機物は,所 謂易溶性有機物中に含有されていること,し か もこの

ような易溶性有機物は土壌の有機 ・無磯膠質複合体 として土壌の膠質群,特 にチュウリン

の所謂G、 及びG2中 比ある有機物の一部であることを推察 して来たのであるが,これら

易溶性有機物は,そ の溶出され易い ととか らみて,G,及 び'G2膠 質群の表面に結合した

有機物であると解釈される.そ して,こ の易分解性有機物の中には,微 生物によつて容易

に分解 される易分解性有機物と分解され難い難分解性有機物 とがあるが,た とえその有機

物が易分解性であつても,無 機膠質物 と或は有機 ・無機膠質物の表面に,強 く結合されて

いる間は微生物に対 して割合に安定であるが,一 度何等かの作用で,そ れ等の結合が弱 く

なつた り,或 は分離分散 されると微生物によつて容易に分解されるようになるものど考 え

られる.な お易分解性有機物 としては前節に述べたごとく易溶性有機物の中で・特に腐植

化の進んでない有機物であると考 えられる.

以上の ように解釈すれば,水 田土壌の有機態窒素の一部 を微生物 によつて無機化 させる

方法 というのは,す べて土壌膠質物 と,或 は土壌膠質複合体の表面に結合している易分解

性有機物の結合を弱 くするか,さ らに易分解匪有機物 を膠質物或は膠質複合体か ら分離,

分散 させる方法であるとv逸 る.即 ち,稀 薄アルカリ処理効果 や腐植解膠性中性 塩類添加

数果などは,易 溶性有機物,ひ いては易分解性有機物の土壌膠質物或は膠質複合体か らの

分離,分 散 を促進させる方法であ り;乾 土効果 は土壌膠質複合体の脱水によつて,そ の表

面にある易分解性有機物の結合 をはなす方法であると解釈される,な おまた,地 温上昇敷

果は,土 壌温度の上昇に件つて易分解性有機物と膠質物,或 は膠質複合体の結合が弱めら

れるために起る現象であるとみ られる.

要 約

水田土壌の有機態窒素の無機化促進法 としては,従 来の研究から,乾 土効果,地 温上昇

効果,土 壌の稀薄アルカリ処理数果,腐 植解膠性中性 毒類添加の数果等が挙げられるが,

筆者等はこのような処理方法で微生物によつて無機化 される有機態窒素 を易分解性有機物

と呼ぴ,易 分解性有機物 とチュリンの所謂土壌有機 ・無機膠質複合休 との関係,易 分解性

有機物の腐植の形態等 に就いて実験を行い,次 のような結論 を得た."

(1)乾 土数果,即 ち水田土壌 を予 じめ風乾 して,こ れを湛水放置した場合に無機化す

る有機態窒素b大 部分はチューリンの所謂G、 膠質群中 にある.

(2)地 温上昇効果,即 ち水田土壌を濕潤 土のまま湛水放置し,放 置温度を300Cか ら

40.Cに 上げる場合に無機化する有機態窒素は勿論G2膠 質群中 にもあるが,そ の大部は,

漁田を除けば,チ ュー リンの所謂G2膠 質群中 にある.

(3)稀 薄アルカリ処理効果 及び腐植解膠性中性 塩類の添加数果,即 ち水田の濕潤 土に

アルカリを添加し約pH9に 調節後,と れを湛水放置した場合に無機化する有機態窒素及
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び腐植解膠性中性塩類 を,腐 植の解膠を起す程度に添加し湛水放置 した場合に無機化する

有機態窒素はG三 及びG,・ 膠質群に明かにまたがつていることが確められた.

何れにしても,易 分解性有機物にはチューリンの所謂G1,G2膠 質群中 にあることは確

である.そ して今土壌を稀薄なHCI(0.01N)で 処理水洗 した後,ア ルカリ性(0.01N)

とした場合に分散 して来る有機物 を易溶性有機物 と呼べぱ,易 努解性有機勃は易溶性有機

物中に含有されてい る.更 に易分解性有機物は易溶性有機物の中,腐 植化の進んでいない

ものであることが推定された.'
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 Summary 

The previous references indicate that on incubating at 30' C under water-

lodged condition, the mineralization of organic nitrogen of the paddy soil 

hardly takes place in wet soil untreated, whereas markedly in soils respectively 

air-dried, added sufficient alkali to reach over pH 9, and added the neutral 
salts such as NaF, Na2HPO4, Na2C2O4 etc, which are soil humus peptizable. 

The incubation of wot soil untreated, however, leads to the mineralization of 

soil organic nitrogen by raising the incubating temperature from 30°C to 40°C. 

in this paper, we called all the organic matter easily mineralized by treat-

ments above mentioned "easily decomposable organic matter, and studied, in 

the first, ,on the relation of such organic matter to Tyulin's so-called organo-

mineral colloidal complexes of paddy soil—G, and G2 groups—, and in the 
second on it's forms. 

From the results obtained in the first experiment; it was concluded that 

(1.) the organic nitrogen mineralized by air-drying paddy soil is largely origi-
nated from G,, (2) that mineralized by raising the incubating temperature
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 from 30' C to 40° C, with the exception of the annual water-lodged paddy soil, 

is largely originated from G2, ( 3 ) that mineralized by treating the paddy soil 

with alkali and adding the neutral sals is respectively originated from both 

G1 and G. 

   It was, therefore, elucidated that "easily decomposable organic matter" 

is held on Tyulin's so-called G1 and G2 groups. 

   Now, when we call the organic matter which is peptized by the Tyulin's 

method "easily soluble humus", "easily decomposable organic matter" is pre-

sumably contained in it. 

   The results obtained in the second lead to the conclusion that easily solu-

ble humus is for the most part Simon's so-called rotted products and Page's 

so-called non-humic matter, and that "easily decomposable organic matter" is 

a part of the rotted products and non-humic matter.


